
課題
九州において再エネ発電設備が急増。電力の需
要バランスを保つため、固定価格買取制度にお
ける出力制御の実施が現実的に。

町内に、鶏ふんと地域未利用材を燃料とするバ
イオマス発電設備が稼働。両発電設備の稼働に
より、地域の農林業が活性化。

再エネ
発電

出力
制御

農山漁村再エネ法活用の特例措置により、出力
制御ルール上の優遇措置を受けることが可能。
地域に貢献する両発電設備を支えるため、町は
農山漁村再エネ法に基づく基本計画を策定。

基本計
画策定

農山漁村再エネ法の活用により、安定的な発電
設備の稼働を実現するとともに、更なる地域貢
献の取組が開始。

更なる
貢献

point

農山漁村再エネ法風力太陽光 小水力 地熱バイオマス
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宮崎県川南町
農山漁村再エネ法の
活用事例 ②



■ 基本計画策定 ： 2016年11月11日
■ 協 議会設立 ： 2016年4月1日
■ 設備整備者 ：【A】㈱宮崎森林発電所

（木質バイオマス発電：5,700kW）
■ 設備整備者 ：【B】みやざきバイオマスリサイクル㈱

（ 鶏ふん燃焼発電：11,350kW）
■ 活用特例措置 ： 地域資源バイオマス発電設備の証明

宮崎県川南町

農山漁村再エネ法活用スキーム

2005年05月
宮崎県内の鶏ふん処理に係る問題を解決するため、みやざ
きバイオマスリサイクル㈱の発電設備が稼働を開始。
2015年04月
山林未利用材の活用による地域林業の活性化を目的とした、
㈱宮崎森林発電所の発電設備が稼働を開始。

2015年10月～
農山漁村再エネ法（以下、法。）の特例措置である「地域
資源バイオマス発電設備の証明」により、両発電設備の安定
稼働を実現するため、町が法活用を検討開始。
2016年11月
協議会を開催し、法に基づく基本計画案（町が作成）の協
議・承認を受け、基本計画が策定。
2016年12月～
両事業者が、町より設備整備計画の認定を受け、地域の農
林業の健全な発展に資する取組を開始。

農山漁村再エネ法活用の経過

【問合せ先】宮崎県川南町産業推進課（TEL：0983-27-8011）

川南町 ※基本計画を策定

2017年度の取組

■ ㈱宮崎森林発電所
森林整備計画及び森林経営計画区域の再造林（5.51ha）に

対し、助成金413,250円を支出。
■ みやざきバイオマスリサイクル㈱

小学校通学路に、防犯灯としてセンサー調光型ソーラー
LED照明を３基設置。

設置、運用 基本計画案の協議・承認

設備整備計画の認定、
フォローアップ設備整備計画の申請

川南町再生可能エネルギー促進農山漁村活性化協議会

川南町 設 備
整備者

農林
業者

原 料
供給者

関係
住民

設備整備者 ※農林業の健全な発展に資する取組を実施

・地域内に賦存する山林未利用材の活用。
・再造林促進のために売電収益を還元。
・地域人材の積極的な雇用。 等

㈱宮崎森林
発 電 所

み や ざ き
バ イオ マ ス
リサイクル㈱

・鶏ふんの買取による農家所得向上への貢献。
・地域の環境保全のために売電収益を還元。
・地域人材の積極的な雇用 等

法 活 用 概 要

※ 設備整備計画の認定を受け、「地域資源バイオマス発電設備」と認められることで、
固定価格買取制度における出力制御ルール上の優遇措置を受けることが可能に。


